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御

挨

拶

第
七
代
同
窓
会
会
長
　
一戸

（谷

Ａ盆

一九

同
窓
会
報
第
二
〇
号
を
発
行
す

る
に
当
た
り
、

各
地
で
御
活
躍
の

二
万
五
千
有
余
の
会
員
の
皆
様
に

親
し
く
御
挨
拶
出
来
る
機
会
を
得

ま
し
た
事
を
大
変
有
難
い
事
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
岡
直
前
会
長
に
は
母
校

創
立
七
０
周
年
記
念
諸
事
業
を
立

派
に
為
し
遂
げ
ら
れ
た
の
を
機
に
、

後
進
に
道
を
譲
る
べ
く
昭
和
五
九

年

（
一
九
八
四
年
）
六
月
ご
就
任

以
来
満

一
〇
年
に
宣
る
会
長
職
を

退
か
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

そ

の
間
財
政
基
盤
の
確
立
、

組
織
の

強
化
、

情
報
の
伝
達
の
為
に
そ
れ

ぞ
れ
終
身
会
費
納
入
の
勧
誘
、

支

部
組
織
の
再
構
築
、

同
窓
会
報
の

定
期
発
行
等
に
優
れ
た
指
導
力
を

発
揮
な
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
こ
の
様
な
素
晴
ら
し
い
お

方
に
親
し
く
御
薫
陶
を
戴
く
機
会

に
接
し
、

岡
窓
会
活
動
に
も
微
カ

な
が
ら
お
手
伝
い
さ
せ
て
頂
い
て

参
り
ま
し
た
が
、

去
る
六
月
二
六

日
の
平
成
六
年
度
通
常
総
会
に
於

て
、

図
ら
ず
も
指
名
委
員
会
よ
り

ご
推
挙
を
戴
き
更
に
出
席
会
員
全

員
の
ご
推
薦
に
よ
り
、

名
誉
あ
る

母
校
の
第
七
代
同
窓
会
長
の
重
職

を
お
引
き
受
け
す
る
事
に
な
り
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
害
す
。

指
名
委
員
の
方
々
に
は
間
近
に

造
っ
た
二

一
世
紀
に
向
け
て
の
展

望
か
ら
、
こ
の
際
同
窓
会
も
高
校

率
が
会
長
戦
を
引
き
受
け
る
べ
き

で
あ
る
と
い
う
機
運
が
大
勢
を
占

め
、

そ
の
為
に
は
ま
ず
順
序
か
ら

い
っ
て
一
回
卒
が
先
鞭
を
着
け
る

の
が
望
ま
し
い
と
い
う
事
に
な
り
、

た
ま
た
ま
私
が
一爵
校

一
回
卒
と
い

う
事
と
本
部
役
員
の
末
席
を
汚
じ

て
い
た
為
、

会
運
営
の
継
続
性
も

得
ら
れ
る
と
の
ご
判
断
が
あ
っ
た

と
仄
聞
致
し
て
お
り
ま
す
。

幸
い
に
も

一
〇
年
来
苦
楽
を
共

に
し
て
来
た
役
員
の
方
々
の
外
に
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新
役
員
二
名
の
ご
協
力
も
預
け
る

事
に
な
り
会
運
営
は
ス
ム
ー
ズ
に

行
え
る
も
の
と
確
信
致
し
て
お
り

ま
す
。

然
し
な
が
ら
組
織
の
臣
大

化
に
伴
う
連
絡
網
の
整
備
、

人
事

の
刷
新
、

一
〇
数
年
来
据
え
置
か

れ
て
い
る
会
費
等
内
部
の
問
題
や

母
校
の
進
学
、

就
職
に
関
し
て
の

検
討
事
項
等
考
え
て
み
ま
す
と
研

究
し
解
容
を
要
す
盗
醒
題
点
督
多
々

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

熙

　

　

ン

本
年
度
の
講
演
会
は
ヽ
本
高
第

一
一
回
卒
業
生
で
現
在
東
京
大
学

医
学
部
助
教
授
と
し
て
、

同
六
付

属
病
院
分
院
神
経
科
科
長
で
あ
る

関
根
義
夫
先
生
を
お
趣
え
し
、

左

の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

日
時
　
１１
月
３０
日

（水
）

午
後

一
時
三
〇
分
よ
り

場
所
　
本
高
体
育
館

演
題
　
「伝
え
た
い
二
つ
の
こ

と
を
」

略
歴

昭
和
１６
年

昭
和
１８
年

昭
和
３４
年

昭
和
３４
年

一四
穂
師
に
生
ま
れ
る
。

本
庄
市
に
転
居
。

奮

嚢

。

東
京
大
学
教
養
学
部

入
学
。

昭
和
４‐
年
　
東
京
大
学
医
学
部
卒

業
。

卒
業
後
構
紳
科
医
師
と
し
て
、

財

団
法
人
神
経
研
究
所
付
属
暗
和
病

院
　
一ゑ
年
、

小
川
日
赤
　
一
一年
、

国
立
武
蔵
療
養
所

（現
国
立
精
神

神
経
セ
ン
タ
ー
武
蔵
病
院
）

一
五

年
　
勤
務
し
、

平
成
元
年
東
京
大

学
医
学
部
助
教
授
と
な
り
現
在
に

至
る
。

そ
の
為
に
は
是
非
と
も
衆
知
を

集
め
る
体
制
作
り
が
必
要
と
思
わ

れ
ま
す
の
で
会
員
皆
様
の

一
層
の

ご
支
援
ご
協
力
の
程
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
ご
挨
拶
と
致
し
ま

す
。

図
書
寄
贈
を
／

岡
窓
会
報
１８
号
で
図
書
寄
贈
を

呼
び
掛
け
ま
し
た
と
こ
ろ
、

前
１９

号
で
ご
紹
介
致
し
ま
し
た
書
物
に

引
き
続
き
左
記
の
本
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
の
で
こ
こ
に
感
謝
を
込
め

て
著
者
名
、

卒
年
並
び
に
作
品
名

を
掲
載
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

同
窓
生
よ
り
こ
の
よ
う
に
著
書

が
送
ら
れ
て
く
る
と
い
う
こ
と
は

在
校
生
は
勿
論
会
員
に
と
り
ま
し

て
も
大
変
励
み
に
な
り
ま
す
の
で

今
後
も
宜
し
く
お
願
い
数
し
ま
す
。

著
者
　
田
島
　
一
大

〈中
１１
）

習
一
ュ
ー
ギ
エ
ア
戦
悲
劇
の
究

明
と
検
証
」

著
者
　
五
十
嵐
基
興

（蔦
４
）

「筑
波
曲
残
照
」
「桜
石
」

著
者
　
北
沢
　
文
武

会
品
５
）

「山
塁
の
殉
教
者
た
ち
」

著
者
　
阻
中
　
　
豊

（一出
１８
）

吉
旧
　
信
解

「
こ
ん
な
ま
ち
に
し
て
み
た
い
」

幹
寺
や
串

球
幹

串

幹
韓

本

部

役

員

寺
寺
球
串
串
幸

幹

器

器

（襲

曾

）

会
　
長
　
一戸
谷

全
克
　
　
隠
１

副
会
長
　
立
川
　
大
作
　
　
中
９

副
会
長
　
一角
本
　
敏
子
　
　
女
８

副
会
長
　
膳
水
　
　
貿
　
　
中
１９

副
会
長

苦
熙
　
建
治
　
　
高
２

副
会
長
　
塚
越
　
寿
衛
　
　
高
２

副
会
長
　
竹
並
栄

一
郎
　
併
中
２

副
会
長

小
林

　

日距
　

高
１２

副
会
長
（教
頭
）飯
島
輝
雄
　
高
１１

翻
会
長
（教
顕
）小
欄
俊
夫

会
　
計
　
内
野
ヨ
シ
ユ
　
　
女
崎

会
　
計
　
満
水
　
正

一　
　
高
６

監
　
査
　
江
原

薦
苦
　
　
高
４

監
　
査
　
竹
内
恵
美
子
　
　
高
６

顧

問

塩
原

英
雄

　

中
２

顧
　
間
　
岡
　
　
祐
孝
　
　
中
９

顧
　
間
（校
長
）坂
本
　
博
　
高
７

支

部

役

員

寺
寺
串
韓
寺

韓
幹

寺

韓

（支
部
長
）

仁 藤 朝 諏 末 南 照 台 本 七 上 仲 泉 宮

旭   日   本    軒

手 田 町 訪 広 町 若 町 町 町 町 町 町 本

北
　
　
衆
　
門
倉
　
義
久
　
中
１１

今
　
　
井
　
岡
芹
鶴
五
郎
　
中
１０

児
　
　
玉
　
書
田
　
建
治
　
一品
２

美
　
　
里
　
春
山
　
一
言
一　
高
３

神
　
　
川
　
金
井
　
久
直
　
中
２２

神
　
　
泉
　
一新
丼
　
従
信
　
中
１５

土
　
　
里
　
荒
井
富
次
雄
　
中
１１

岡

　

部
　
茂
本

　

肇
　
中
Ｍ

寄
　
　
居
　
朝
比
奈
利
雄
　
中
９

深
　
　
谷
　
膳
水
　
　
賛

中
１９

熊
　
　
谷
　
西
村
　
茂
雄
　
中
１７

県
庁
県
南
　
中
居
　
武
夫
　
隠
５

伊

勢

瞬
　
士塁
貯

唯
志
　
一品
Ｈ

新

　

町

山
田
　
仁

丁

中
１４

東

　

一ぷ
　
富
圏
　
一二
郎
　
中
４

本
庄
市
役
所
　
小
林
　
品
　
一闘
１２

エ
ー
ザ
イ
　
常
木
　
茂
司
　
一闘
５

沖

電

気

村
岡
　
徳
英
　
一品
１５

郡
市
教
職
員
　
福
島
　
巌
　
高
８

粟
村
　
龍
男
　
中
１６

竹
並
栄

一
郎
併
中
２

中
田
　
緒

一　
中
１９

境
野
　
　
登
　
一角
２

町
田
　
一
徳
　
高
５

鈴
木
　
溝
配
　
中
２‐

松
本
　
敬

一　
定
１

飯
野
　
利
衛
　
中
１９

村
田
敬
次
郎
　
中
２２

配軽
仏

漕
橋

高
５

井
上
　
昌
幸
　
中
２２

内
藤
　
　
明
　
高
３

荻
野
　
　
満
　
中
８

福
島
　
好
正
　
一品
３

亀
日
　
本
二
　
一愚
４
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教
育
改
革
と
進
路
指
導

校
長

坂

本

博

同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
何

か
と
御
支
援

・
御
協
力
を
頂
き
、

厚
く
御
礼
中
じ
上
げ
ま
す
。

秋
は
旅
情
を
そ
そ
る
季
節
で
す

が
、

近
頃
は
、

全
国
ど
こ
に
行

っ

て
も
ヨ
ン
ピ
ニ
店
が
あ
り
、
フ
ァ
ー

ス
ト
フ
ー
ド
店
が
あ
り
、

洋
服
店

■
一一
十十一，一
一
，一
，一
一ャｉ

や
電
機
店
の
チ
ュ
ー
ン
ス
ト
ア
が

み
ら
れ
ま
す
。

地
方
の
独
自
性
が

薄
れ
、

衣

・
食

・
住
と
も
全
国
的

な
閲

一
化
、

均
質
化
の
標
間
が
進

ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

振
子
が

一
方
に
強
く
振
れ
る
と

そ
の
反
転
で
、

今
や
、

逆
の
独
創

性
、

個
性
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。時

代
の
動
向
に
比
較
的
超
然
と

し
て
い
た
伝
統
的
な
大
学
で
も
多

様
機
、

個
性
化
を
求
め
る
動
き
が

盛
ん
で
、

社
会
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
て
、

教
養
部

（
一
・
二
年
生
）

の
改
革
や
、

学
科
の
再
編
、

新
設
、

更
に
大
学
院
の
本
鵜
的
な
拡
充
な

ど
が
提
起
さ
れ
注
目
さ
れ
て
ま
す
。

高
校
で
も
、

普
通
科
と
職
業
科

の
外
に
、

総
合
華
織
が
つ
く
ら
れ
、

普
通
科
と
職
業
、

専
門
学
科
と
を

総
合
す
る
よ
う
な
新
し
い
学
料
を

も
つ
学
校
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

時
代
や
社
会
の
変
化
に
対
応
じ

て
、

教
育
の
あ
り
方
も
絶
え
ず
見

直
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

大
学
入
試
も
、

偏
差
値
に
よ
る

大
学
選
択
す
る
時
代
が
終
わ
り
、

大
学
の
中
昧
で
選
択
す
る
時
が
く

る
と
思
い
ま
す
。

大
学
や
短
大
、

専
門
学
校
の
教
育
内
容
、

教
授
陣
、

教
育
環
境
な
ど
の
情
報
を
的
確
に

伝
え
る
メ
デ
ィ
ア
は
今
よ
り
飛
躍

的
に
発
達
し
、
日
常
の
進
路
指
導

に
活
か
さ
れ
る
。

既
に
大
学
で
は

年
間
の
授
業
計
画

（
シ
ラ
バ
ス
）

が
作
ら
れ
、

学
生
に
よ
る
授
業
評

価
も
実
施
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

大
学
の
教
は
が
学
生
か
ら
授
業

の
評
価
を
受
け
、

そ
の
改
善
を
図

る
と
は
画
期
的
な
こ
と
で
す
。

高
校
の
進
路
指
導
も
大
き
く
変

わ
る
時
代
が
日
前
に
き
て
い
る
よ

う
で
す
。

変
化
に
対
応
し
た
意
識

改
革
は
大
学
に
も
高
校
に
も
同
時

に
必
要
と
な
っ
て
き
ま
じ
た
。

私

と

野

球

私
が
本
格
的
に
野
球
を
始
め
た

の
は
、

終
戦
直
後
中
学
四
年
の
時

で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
抑
圧
さ
れ
た

生
活
か
ら
解
放
さ
れ
た
も
の
の
、

敗
戦
に
よ
っ
て
自
信
も
希
望
も
失

い
か
け
て
い
た
私
に
新
た
な
円
標

を
与
え
て
く
れ
た
の
が
野
球
で
あ
っ

た
。

当
然
再
発
足
し
た
野
球
部
の

一
員
と
し
て
参
加
し
た
。

用
具
も
乏
し
く
、

食
糧
難
で
今

で
は
想
像
も
出
来
な
い
時
代
で
あ
っ

た
が
、

私
に
と

っ
て
は
野
球
が
や

れ
る
と
い
う
こ
と
で
、

ど
ん
な
閑

難
も
問
題
で
は
な
か
っ
た
。

明
け
て
昭
和
二
■

一
年
、

戦
後

初
の
県
大
会
が
開
催
さ
れ
、

幸
運

に
も
本
中
初
の
優
勝
を
勝
ち
と
る

こ
と
が
出
来
た
ｏ

そ
の
時
の
決
勝
の
棋
様
を
埼
玉

一爵
校
野
ネ平
史
か
ら
引
用
し
て
み
る
。

「
○
―
○
の
同
点
で
迎
え
た
延

長
十
日
表
、

熊
中
は
四
番
―――
為
が

投
手
を
強
襲
し
、

並
本
経
則
捧
■
、

松
崎
の
捕
手
打
撃
妨
害
と
続
き
無

死
満
墨
と
し
、

荻
原
の
投
前
ゴ
ロ

は
石
原
投
手
の
足
を
よ
ろ
め
か
じ

一
点
を
入
れ
た
。

続
い
て
野
本
の

旧
中
二
十
二
回
卒

　

‐―‐
掃
Ｔ

清

た
の
で
あ
る
。
こ
の
優
勝
も
大
学

入
試
を
捨
て
チ
ー
ム
メ
ー
ト
と
行

動
を
共
に
し
た
少
年
に
対
す
る
神

様
の
温
か
い
贈
物
で
あ

っ
た
か
も

知
れ
な
い
。

そ
の
年
の
夏
、

戦
後
初
の
金
田

中
等
学
校
野
球
大
会
県
予
選
で
も

決
勝
で
浦
和
中
を
破
り
優
勝
、

商

関
東
大
会

（埼
玉

・
千
葉

・
神
奈

川
の
代
表
）
に
駒
を
進
め
た
が
、

横
浜
商
業
に
延
長
逆
転
サ
ヨ
ナ
ラ

負
け
を
喫
し
、

甲
子
園
出
場
の
夢

は
断
た
れ
て
し
ま
っ
た
。

秋
に
な
る
と
進
路
を
決
定
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

私
は
Ｗ
大
、

Ｋ
大
、

Ｈ
大
を
希
望
し
て
い
た
。

当
時
華
や
か
な
六
大
学
野
球
に
あ

こ
が
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
自

分
の
こ
と
で
恐
縮
だ
が
プ
ロ
か
ら

も
誘
い
が
あ

っ
た
が
断

っ
た
。

そ

し
て
結
局
早
稲
田
に
入

っ
た
。
し

か
し
順
調
に
は
い
か
ず
練
習
の
無

理
が
た
た
っ
て
肋
膜
炎
を
患
い
、

医
師
か
ら
野
球
は
無
理
と
診
断
き

れ
退
部
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

私

に
と

っ
て

一
番
辛
掛
時
ぺ
た
っ
た
。

卒
業
後
は
地
元
の
社
会
人
野
球

に
加
わ
り
、

都
市
対
抗
野
球
で
県

二
連
覇
な
ど
し
た
が
、

金
田
大
会

に
は
出
場
出
来
な
か
っ
た
。

そ
の
後
先
鷲
の
誘
い
で
中
学
教

師
に
変
身
、

二
十
数
年
間
中
学
生

を
相
手
に
野
球
を
教
え
続
け
て
来

た
。

野
球
の
教
え
子
も
三
は
人
近

く
な
る
。

県
大
会
で
も
七
度
優
勝

し
、

（
ま
だ
こ
の
記
録
は
破
ら
れ

て
い
な
い
）
私
が
果
た
せ
な
か
っ

た
甲
子
園
出
場
の
夢
や
、

六
大
学

で
の
活
躍
も
、

教
え
子
た
ち
が
環

た
し
て
く
れ
た
。
し
か
も
私
の
執

師
生
活
の
節
日
節
日
に
は
、

か
つ

て
の
教
え
子
た
ち
が
集
ま
り
祝

っ

て
く
れ
た
。

退
職
時
に
は
温
泉
へ
。

な
お
私
夫
婦
を

ハ
ワ
イ
に
ま
で
招

待
し
て
く
れ
た
教
え
子
も
い
る
。

選
暦
に
は
赤
い
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
新

調
し
、

長
生
き
す
る
よ
う
願

っ
て

も
く
れ
た
。

本
当
に
有
難
い
こ
と

で
あ
る
。

私
は
こ
う
い
っ
た
人
間
関
係
が

野
球
を
通
じ
て
出
来
た
こ
と
を
心

か
ら
喜
び
誇
り
に
さ
え
思

っ
て
い

る
。

幸
せ
な
人
生
だ
。

前
本
高
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
会
長

元
本
度
葉
中
学
校
校
長

浦
野
智
行

氏

日
本
音
楽

コ
ン
ク
ー
ル

入
　
賞

本
高
二
五
岡
卒
の
浦
野
智
行
氏

が
本
年
度
日
本
放
送
協
会
、

毎
日

新
聞
主
催
の
日
本
音
楽
コ
ン
ク
ー

ル
声
楽
部
門
で
工
位
に
入
賞
さ
れ

ま
し
た
。浦

野
智
行
氏
（パ
リ
ト
ン
）

は
本
高
岡
窓
会
総
会

（平
成
四
年

度
）
で
記
念
演
奏
も
さ
れ
、

音
楽

界

へ
の
飛
翔
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

東
京
芸
術
大
学
芦
染
科
卒
、

間

校
大
学
院
研
究
科
オ
ペ
ラ
尊
攻
修

了
。

遊
撃
ゴ
ロ
は
名
手
出
中
が
二
走
の

松
崎
を
刺
殺
し
、

更
に
こ
走
の
並

木
を
本
塁
前
で
タ
ッ
チ
ア
ウ
ト
に

と
り
、

追
加
点
を
限
止
し
た
。

十

回
裏
鮮
や
か
な
幕
切
れ
が
待

っ
て

い
た
。

二
死
後
本
産
中
は
脇
坂
の

工
遊
闘
安
打
、

山
中
の
中
越
え
三

塁
打
で
同
点
と
し
、

四
番
中
間
の

な
翼
練
安
打
で
決
勝
点
を
あ
げ
、

熱
戦
に
終
止
符
を
打

っ
た
。

」
（原

文
の
ま
ま
）
こ
の
記
事
は
私
に
と
っ

て
は
大
変
面
映
い
が
、

私
の
人
生

を
決
め
る
重
大
な
出
来
事
で
あ

っ

た
。そ

れ
に
は
も
う

一
つ
の
理
由
が

あ

っ
た
。

そ
れ
は
当
時
私
は
某
大

学
を
受
験
し
て
い
た
。

敗
戦
の
混

乱
で
入
試
が
大
幅
に
遅
れ
、

五
月

に
な

っ
て
か
ら
四
修
資
格
で
の
試

験
が
行
わ
れ
た
。

ま
き
か
学
科
試

験
を
パ
ス
す
る
と
は
思

っ
て
も
み

な
か
っ
た
が
、

一
次
合
格
、

二
次

は
面
接
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
五
月

工
十

一
日
県
大
会
決
勝
戦
の
間
と

ｉ
次
が
重
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
る
。

先
生
や
両
親
は
工
次
に
行

け
と
云
い
、

チ
ー
ム
メ
ー
ト
は
野

球
に
出
て
欲
し
い
と
去
う
。

私
出

身
も
迷
い
に
迷

っ
た
。

当
日
東
京
行
き
の
切
符
を
買
い
、

受
験
と
試
合
両
方
の
準
備
を
し
て

列
車
に
乗

っ
た
。
し
か
し
結
局
は

大
再
で
下
車
、

決
勝
戦
脳
場
ど
な
っ

盤
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国公4大 13(3)

私立4大 189(81)

国公短大 3(3)

私立短大 73(70)

専門学校 73(68)

就 職 5(5)

母
校
の
近
況

教
顕

飯

島

輝

雄

平
成
六
年
五
月
の
進
路
状
況
に

つ
い
て
は
、

前
号
で
報
告
致
し
ま

し
た
よ
う
に
浪
人
を
含
め
て
の
箕

数
は
表
の
と
お
り
で
す
。

い
は
現
役
。
ま
た
現
役
の
大
学

合
格
率
は
四
〇
％
で
し
た
。

次
に
施
設
面
で
す
が
、

格
技
場

の
内
部
が
全
面
改
修
さ
れ
、

柔
道

部
、

剣
通
部
の
練
習
は
活
気
が
出

て
き
ま
し
た
。

特
に
柔
道
部
に
は

埼
玉
大
学
の
柔
道
部
の
主
将
を
し

て
た
森
先
生
を
顧
職
に
迎
え
、

か

つ
て
の
本
高
柔
道
部
の
復
活
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、

理
科
棟
も

内
部
塗
装
を
行
い
非
常
に
明
る
く

な
り
、

教
育
環
境
は

一
段
と
良
く

な
り
ま
し
た
。

◇
部
活
動
に
つ
い
て

今
年
度
も
段
念
な
が
ら
、

関
東

大
会
等
に
出
場
し
た
部
活
動
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
年
々

運
動
部
の
入
部
者
も
増
え
、

練
習

は
活
気
を
帯
び
て
き
て
い
ま
す
。

文
化
部
も
滅
機
っ
て
お
り
、

演
劇

部
で
は
、

埼
上
高
校
演
劇
祭
で
関

東
大
会
出
場
を
か
け
た
中
央
大
会

圏
圏

冊

圏

皿

に
進
ん
で
い
ま
す
。

◇
学
校
行
事
関
係

〇
四
月
二
八
日
、

歓
迎

ハ
イ
ク

六
″企
探
贈
風
辺
で
オ
リ
エ
ン
テ
ー

リ
ン
グ

○
瓦
月
三
〇
田
～
六
月

，
○
料
、

教
育
実
習
、

１１
名
の
卒
業
生
が

実
習
し
た
。

最
近
教
員
の
採
用

も
少
な
く
厳
し
い
が
、

全
員
の

合
格
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

〇
九
月
二
〇
目
　
体
育
祭

〇
九
月
二
四
日
～
九
月
ｉ
五
日

文
化
祭

〇

一
〇
月

一
日
　
学
校
説
明
会

一平
成
七
年
度
の
人
試
に
む
け
本

一内
の
紹
介
、

学
棒
屈
宰
を
行
う
。

千
名
を
超
え
る
中
学
生
、

保
護

者
が
参
加
し
た
。

次
は
予
定
で
す
が
、

〇

一
一
月
二
二
日
　
芸
術
観
盤
会

今
岡
は
古
典
芸
能

〇

一
一
月
二
〇
日
　
講
演
会

議
師
に
本
高
第
１１
回
卒
業
生
で

東
京
大
学
医
学
部
助
教
授

・
関

根
義
夫
先
生
を
お
迎
え
し
て
行

い
ま
す
。

生
徒
む
け
で
す
が
、

日

窓
生
も
ど
う
ぞ
。

〇
二
月

一
〇
田
　
卒
業
式

そ
れ
で
は
、

学
校
行
事
の
う
ち

柏
樹
祭
に
つ
い
て
の
概
況
を
特
活

部
の
北
川
教
輸
よ
り
報
告
し
ま
す
。

秋
空
の
も
と
若
さ
爆
発

今
年
も
第
四
五
田
鵜
樹
祭
の
体

育
の
部
が
九
月
二
〇
日
、

文
化
の

部
が
九
月
二
五
日
・
五
六
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は

『更
更

さ
ら
さ
ら
　
』
，本

庄
高
校
の
質

な
る
発
展
を
め
ざ
し
た
も
の
で
す
。

◇
体

育

祭

聴
大
の
も
と
千
二
百
人
あ
ま
り

の
」盃
品
生
が
、

そ
の
パ
ワ
ー
を
爆

発
さ
せ
ま
し
た
。

色
と
り
ど
り
の

ク
ラ
ス
お
揃
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
ハ
ッ

ピ
、

鳳
に
は
た
め
く
ク
ラ
ス
旗
、

全
員
の
入
場
行
進
の
後
、

競
技
に

入
り
ま
し
た
。

男
子
二
〇
Ｏ
Ｍ
、

女
子

一
〇
〇
Ｍ
、

真
剣
な
ま
な
ぎ

し
と
を
い
汗
。

続
い
て
借
り
物
競

争
、

パ
ン
食
い
競
争
、

玉
入
れ
、

和
や
か
な
笑
い
が
グ
ラ
ン
ド
に
溢

れ
ま
し
た
。

午
後
は
部
活
対
抗
リ

レ
ー
か
ら
、

各
部
と
も
工
夫
を
凝

ら
し
衣
装
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で

自
分
の
部
を
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
ト
ラ
ッ

ク
を
回

っ
た
。

そ
し
て
綱
引
き
、

力
と
力
の
対
決
が
続
き
ま
す
。
ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
ク
ラ
ス
対
抗
リ

レ
ー
で
ク
ラ
ス
の
力
が
試
さ
れ
る

と
あ
っ
て
選
手
は
も
ち
ろ
ん
応
援

合
戦
も
最
高
潮
に
達
し
、

大
き
く

盛
り
上
が
っ
た
体
育
祭
も
フ
ィ
ナ
ー

レ
を
迎
え
ま
し
た
。

◇
文

化

祭

こ
ち
ら
も
心
配
で
あ
っ
た
Ｎ
も

教
柏

諭樹

|キ 祭
真

翌日常日HB8'日'日日日H日日日日,,日日B8ほ 【

あ
が
り
、
日
曜
日
は
多
く
の
入
場

者
を
迎
え
、

各
部
活
動
や
ク
ラ
ス
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
参
加
じ
華
や
か
な
シ
ー

ン
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

『
柏
樹

祭
』
と
書
か
れ
た
大
き
な
ゲ
ー
ト

を
く
ぐ
る
と
な
い
声
が
飛
び
交
い

ま
す
。

体
育
館
で
は
吹
奏
業
部
、

演
劇
部
の
公
演
、
ス
テ
ー
ジ
で
の

毎
日
の
練
留
の
成
果
が
発
揮
さ
れ

入
場
者
も
し
ば
し
う
っ
と
り
。

理
科
棟
で
は
、

生
物
部
の
ザ
リ

ガ
ニ
の
研
究
、

手
作
り
の
パ
ン
の

お
ま
け
付
き
、

地
学
部
の
プ
ラ
レ

タ
ニ
ウ
ム
、

美
術
部
の
力
作
揃
い

の
ミ
ニ
美
術
館
、

電
気
部
の
パ
ソ

コ
ン
。

化
学
部
で
は
風
船
、

ア
イ

ス
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
子
供

連
れ
の
入
場
者
に
は
人
好
評
で
し

た
。Ｈ

Ｒ
棟
の

一
路
と
二
階
は
文
化

部
の
研
究
発
表
で
す
。

社
会
科
研

究
部
は
富
士
山
関
係
の
資
料
や
御

繊
山

「
お
犬
様
」
な
ど
の
展
示
発

表
、

図
署
部
は
枕
草
子
の
研
究
、

考
法
学
部
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
謎
に

せ
ま
る
展
示
、

保
健
委
員
会
で
は

環
境
問
題
に
つ
い
て
の
研
究
発
表
、

廃
油
に
よ
る
石
鹸
づ
く
り
や
牛
乳

パ
ッ
ク
を
利
用
し
た
バ
ス
ケ
ッ
ト

な
ど
も
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
会
員
の
作

品
展
示
と
バ
ザ
ー
、

そ
れ
ぞ
れ
趣

味
を
生
か
し
た
秀
作
輸
い
で
し
た
。

（以
下
省
略
）

申

串

む

む

む
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中
９

女
１８

定
Ｗ

定
２２

定
２３

定
２６

一角
４

一品
７

，Ｈ
ｌｌ

一角
‐２

一出
１４

，尚
‐７

一品
略

一品
２０

欝

納
入
者
芳
名

緑
臨
）

平
成
６
●
４
●
１
～
６

ｏ
‐０
●
３４

士
日配門組田九杵

（石
川
）高
田
ミ
ツ
子

（武
井
）橋
本
米
子

斎
藤
良
平

丸
木
和
幸

（大
河
原
）加
藤
育
枝

倉
崎
方
夫

（飯
塚
）茂
木
利
子

（甲
原
）内
閣
君
子
、

（根

岸
）渋
沢
喜
代
子

坂
本
忠
久

（常
本
）根
岸
美
保
子

（岡
）林
恵
美
子

大
和
圏
賢
、

小
島
置
番
廿
、

（深
沢
）岩
崎
幸
子

（小
碁
）新
井
千
代
子

高
２‐
　
魁
田
　
潤
、

川
瀬
邦
俊
、

斎
藤
聴
夫
、

瀬
欄
虚
男
、

滝
沢
春
子
、

中
村
寧
男
、

蛭
川
行
雄
、

星
野
陽
子
、

松
本
勝
雄
、

（矢
島
）金
子

工
枝
子
、

（山
下
）醸
長
有

子

高
２２
　
（浅
見
）松
晶
智
子
、

飯
野

和
彦
、

岩
鯛
麻
曲
美
、

（小
林
）市
川
典
子
、

小
林

実
、

（中
原
）常
木
雅
美
、

市
川
元
彦
、

村
岡
　
満

高
２３
　
（小
沢
）黒
瀬
適
子
、

門
倉

勇
治
、

（野
坂
）渡
辺
よ
し

美
、

（松
崎
）小
川
知
子
、

持
聞
光
明
、

（茂
木
）小
谷

孝
子

高
２４
　
（野
村
）田
島
美
沙
子

高
２５
　
小
鮒
美
和
子
、

一最
盗
傘
曽
、

（田
島
）浜
尾
政
子
、

（持

田
）沼
上
文
明

高
２６
　
新
船
輿
紀
夫
、

一語
数
４
』
、

倉
林
典
之
、

境
野
智
久

高
２７
　
石
井
英
男
、

下
条
俊
亮
、

野
沢
叢
夫
、

村
山
　
勝

高
２３
　
坂
戸
幸
弘

高
２９
　
伊
藤
道
恭
、

大
幅
紳
一郎
、

（本
村
）田
村
玲
子
、

（渋

沢
）岡
芹
み
ど
り
、

釜
距
削
）

新
井
ひ
ろ
み

闘
３０
　
青
木
　
徹
、

上
田
敦
弘
、

聞
島
　
勇
、

持
圏
悟
史

高
３７
　
宮
永
茂
樹

平
成
六
年
度

進
路
指
導
説
明
会

よ
り
抜
粋

圏

囲

（進
路
指
導
）

ア
、

基
本
は
毎
日
の
授
業
で
あ
る
。

進
学
に
十
分
対
応
で
き
る
レ
ベ

ル
と
ス
ピ
ー
ド
で
展
開
さ
れ
て

い
る
。

イ
、

三
者
面
談

六
月
に
進
路
相
談
を
中
心
に

二
者
面
談
、

そ
の
他
随
時
個
人

簡
談
を
行
っ
て
い
る
。

ウ
、

進
路
相
談

進
路
窒
が
整
備
さ
れ
、

進
路

資
料
の
提
供
、

進
路
相
談
に
当

た
っ
て
い
る
。

工
、

進
学
模
援
試
験

模
擬
試
験
は
自
分
の
実
力
を

試
す
よ
い
機
会
で
あ
る
。

「・・……・~… ………・……・・……・――"中 …B― "… …・……・・……Ⅲ……Ⅲ・・……・――・・
■

ス回一ガン
1.名 誉ある歴史と伝統に輝 く母校を愛 し母校
の発展に寄与しよう。

1.本 高同窓会の旗の下に結集 し、地域に香り
高い文化の花を咲かせよう。

1.人 間関係を大切にし、会員相互間に親睦の

輪を拡げよう。

1.組 織を整備強化し、機能的な連絡網を拡充
して、同窓会の活性化を図ろう。
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住居別生徒数

住居 1年 2年 3年 計

本庄市 70 91 276

上里町 46 41 118

児玉町 29 31 38 9 8

神川町 10 16 43

神泉村 4

美里町 14 ユ4

寄居町 8

川本町

田部町 27 67

深谷市 85 57 67 209

熊谷市 67 81 69

妻沼町 14 30

群馬県 8 36

その他 8

計 414 408 1201

生徒数

性別 1年 2年 3年 計

男 168 196 185 549

女 218 223 652

計 414 408 1201

動活部

運
動
部
　
　
文
化
部

弓道 剣遺 柔遭 サ ッカー 硬テニス 次テエス 水泳 野球 ソフ ト 体操 卓球 陸上 バレーボール
パスケット
ボ ー ル 登由 計

男
340

女 5
271

写真 新聞 図書 放送 文芸 旗劇 美術 書適 吹奏楽 英語 社研 考苦学 生物 イヒ学 地学 電気 茶遺
1

1
女 1

3248


